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山口県玖珂地方磁硫鉄鉱鉱床化学探鉱調査報告

関根節郎柴　川野昌樹苦．
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Geo山emieal　Prospeeting　of，Pyr出otite　Ore　Depo息its

at　Kuga　Region，Yamagucki　Prefect皿e

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　Setsμro　Sekine＆Masaki　Kawano
　　　　　＼

　　　Geochemical　prospec亡ing　was　caπied　out　at　Kuga　region，in　October，・1952，

　　　The　ore　d』eposits　in　this　region　are　of　pyrometasomatic－ones　conceming　With　the

Paleozoic　limestone，　Ore　mi孕erals　in　massive　deposist　consist　of　pyrrhotite，chalcopyrite・

sphalerite，Pyrite，and　sheelit6associated　with　skam　minerals．

　　　Analizing　Zn　in　natural　water，60il，and　rock　near　by　the　known　ore　deposits，the

writersf・undthatZnisan6ffective61em目ntasindicat・rf・rpyrrh・tite・redep・sitsass・ciated

with　sphal　erite．

　　　Consequ6ntly，the　writer　has　use（i　Zn　as　indicator　element　in　the　geochemical　prospec－

ting　area　and　detected　some　anomalies．

　　　Byth・seresults，the墓e・1・gistf・und・nenew・utcr・pand・nealteredz6ロewit五skam『

minera玲軌

1．緒、　　言

　山口県玖珂地方は本邦の銅・重石賦存地帯として重要

な位置を占め，昭和25年山口県商土部の企画により，

本所大阪支所を主として，山口県地学会等の調査員によ

り概査が行われた．ついで26年には鉱床部服部技官に

より調査が行われた。筆者等は27年服部技官の再度の

調査に際し同行し，10月15日より11月1日に至る18

日聞玖珂鉱山・周防鉱山周辺を化学探鉱法により調査を

行つた。その結果を報告する。

2．位置および交通（第1図参照）

1
今 回調査した玖珂・周防鉱山はいずれも山口県玖珂郡

桑根村地内にあり，『これに至るには次の経路がある．

　山陽線岩国駅一省営バヌ27km一渡里橋一県道4km

一出合，玖珂鉱山事務所己

　　　　　　　　　　　亀
　　　　　　　　3。。地質る鉱床

調査地は中国山地の一一部をなす標高5qoん600mの山
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　　　　　　　一
　　　　　　　　第1図位置交通図

岳地帯で地形は急峻である。水系としては，岩国川の支

流根笠川が唯一である。根笠川は調査地内をほダ東流

し，出合附近より屈曲蛇行しつつ北流し，岩国川川口渡

里で合流する。なお調査地内の沢はすべてこの根笠川に

入る。

　この地方の地質鉱床にっいては服部技官の報告！）を参

・照きれたい．ご≦にはその一部を簡単に記すこととする．
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この地方の地質は秩父古生層に属する粘板岩9砂岩・

珪岩の互層よりな，り，その間にレンズ状の石灰岩が介在

する5これら水成岩はすべて多少変質し，ホルンフ皐ル

ス化している。

鉱床は上記ホルンラェルス中またはホルンフェルスと

石灰岩との境界に沿つて胚胎する不規則な鉱塊ないしレ

ンズ状のいわゆる接触交代鉱床と，水成岩層を貫顯く鉱

脈との2種類がある。

前者は磁硫鉄鉱・黄銅鉱・灰重石・閃亜鉛鉱・錫石等

を鉱石鉱物として含み，柘榴石・透輝石・灰鉄輝石等の

スカルン鉱物，および石英・方解石・蛍石等の脈石を伴

なうQ「1

後者はペグマタイト質の石英脈で，灰重石・・輝水鉛鉱

等の鉱石鉱物を含んでいる。

4．化学探鉱

・4．1標示元素
従来本邦では，・化学探鉱は黄銅鉱・閃亜鉛鉱を主とす

る鉱床に対して行われ，いずれも亜鉛が標示元素として

用い られた。しかし今回行つたような磁硫鉄鉱を主とす

る鉱床に対する化学探鉱は行われていない。したがつて

如何なる元素を標示元素として選ぶべきかをまず明らか

にしなければならない。一

4．1．1沢水を対象とする場合の標示元素

山口県商工部の資料によれば，調査地内の既知鉱床の

鉱石の平均品位は第1表の通りであるろ

第1表より梅ノ木3号・4号以外の鉱右は大体2％以

上の亜鉛を含んでいることがわかる。しかもこの亜鉛は

鉄閃亜鉛鉱として存在している・なお梅ノ木4号の亜鉛

はtraceとなつているが，筆者が採取した試料には第2　、

表にもみられるようにすべて亜鉛を含み，母岩に近い部

分には著しく亜鉛を含為でいる所がある6

このように磁硫鉄鉱中に鉄閃亜鉛鉱としで存在してい

る亜鉛がどの程度水に溶解するかを知るために，梅ノ木

3号・窪号の鉱石にっいて抽出試験を行った6その結果

は第2表の通りである。

閃亜鉛鉱を主とする鉱石に比べて，この鉄閃亜鉛鉱と

して存在している亜鉛の溶出量はかなり少ないが，沢水

第1表
鉱　床　名

土　 丈　 敷

岩屋附近旧坑
橋

岩

鹿

1井

ケ　谷坑

屋本坑
田　 裏

手　ノ　奥
中山上鉱採掘場・

梅ノ木4号対岸
梅ノ木一．4号
梅ノ・木　3・，号

大宝1号A
大宝1号B
2　号露頭
鷹’ノ1巣第1
岩屋観音露頭

’大宝本・坑

An　g／ton、

tr．一

Ag9／ton

7』56

5．80

11。42

，5．00

33．．40

29．68

70．00

ユ』40

Cu％
1．82

1，10

0．76

1．08

1．19

0．76
1．80・

0．49

1．36

1．47

0，75

0．70

1．20
－1，66

0．65

0．90

Zn％
2．11

1．90

3．12

3．80

3．24

6．04

ユ．38臼

11．28

tr，

0．34

14．00

5．00

3．00

1．81

2．54

3，00

Fe％ S』％

20．10

18．45、

11．30

17．23

14．62

22。17

21．68

14．00

32．21

・13．33

．17．95

13．57

14．48

、6．27』

11．53

7．53

14．39

13．61

10．91、

23．71

18。65

10。00

18．00

22．、00

7．36

1．30

9。00

WO3％
0，05

0．24

0。41

0．09
1。．08

0。06

上61二

〇i58

0．38

0。40

－0．30

Sn％

第ド2表一

0．49

0．23

0，25

2．10

0，21

0．15

1．51

0．25

0，79

梅・ノ・木3号
〃

〃

4号a’

〃b

〃　　　 ノク　C

〃　　 〃d

Cu％
0．45

1．90

4．90

’3．10

1．10

Zn％
0．13

0．57
0．21、

10．50

1．63

Fe％
51．85

44。98

20．50

31．58

20．17

ls％
29．90

29．64

14．03

24．25

10．15・

抽出された
Zn7／9

5．0

4．0

1．8

32．0

5．6

抽　出　方　法

微粉にした鉱石29をとり，
抽出液40ccを加え，1夜静
置し，上澄液10ccをとり，
溶解した亜鉛をヂチゾンにょ
り定量する（調査方法の項参
照）．
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を対象とする場合，一般の沢水の亜鉛含量に比べれば相

当多い。

　この地方の鉱石は前述したように大体2％以上の亜鉛

を含んでいるから，鉱体に地表水あるいは地下水が接触

すれば，相当量の亜鉛が溶出し1このような水が沢水に

混入すれば，沢水φ亜鉛含量に異常を呈するであろうこ

どは容易に考．えられる。’実際鹿田裏旧坑よりの排水は、

4．5mg／l，　周防本坑の影響をうける獺倉沢下流の沢水

は0．2mg／1，岩屋本坑の磁硫鉄鉱が散乱している常燈畑

川の沢水は0．3mg／1の亜鉛含量を示し，非鉱床地帯の

沢水の亜鉛含量（0．00～o。01mg／l）に比べて著しく多

い値を示レている。

　故に沢水を対象とする化学探鉱では従来と同様亜鉛が

標示元素として用いられるごとがわかる。

　4．1．2　土壌・岩石を対象とする場合の標示元素

　従来黄銅鉱・閃亜鉛鉱を主とする鉱床においては，沢

水と同様，土壌・岩石を対象とする場合も璽鉛が標示元

素となつた。今回も沢水を対象とする場合に亜鉛が標示

元素となつたので，岩石・土壌中の亜鉛の分布状態を梅

ノ木3号・4号の鉱床について調べてみた．すなわち梅

ノ木3号・4号の坑道において坑口より鉱体に至る間の、

岩石を採取し，鉱石の場合と同様の方法で抽出試験を行

つた。試料採取位置・抽出結果を第2・第3図に示す。

伽採掘跡．
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第2図梅ノ木4号坑岩石採取位置，抽出結果

図示したところから抽出きれる亜鉛は鉱体に近い岩石ほ

ど明らかに多くなっているのが認められる。なお梅ノ木

4号ではNo、3にピークがあり，同様なことが後記土

壊の場合にも認められ，これについては4号坑の鉱体と

Zn
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　　　　第3図　梅ノ木3号坑岩石採取位置，抽出結果

・は別のものの存在が予想きれる。この点については後に

記すこととする。　　　　　　　　　◎

　またハンドオーギーを用い鉱床上部において地表より

深き約60cmの所の土壌を採取し，乾燥した後，馬毛製

飾（約30mesh）で混在する石塊を除きダその29をと

り，岩石と同様に抽出試験を行つた。試料採取位置，お

よび抽出結果は第4図の通りである。なお図中破線で囲

まれた地区は畑となつているのでこの範囲の亜鉛分布に

は疑問がある。梅ノ木3号の上部ではF－6の1点のみ

しか異状が認められないのはこのためと思われる。しか’
1
し
梅 ノ木4号の上部では明らかに土壌中の亜鉛含量は多

く異常が認められる。

　以上の結果より，土壊・岩石を対象とする場合も標示

元素として璽鉛が用い、られることがわかる。なお梅ノ木

4号上部の測点A二4は前記岩石の測点耳o・3の上部に

当り，やはり亜鉛含量は多くなつている。こゐように土

壌・岩石ともに異常を認めたので，これは4号坑の鉱体

ζは別のものの存在脅示すものと考え・昭和28年服部

技官の調査に際し，この附近の精査を依頼したどころ，、

同技言は梅ノ木4号坑の測点No。3附近でスカルンを掘

．りだすことに成勢した。

　また土壌の測点G－5，H－5に大きな異常が認めら

れ，この値のみからすれば鉱床の存在が予想きれるが，，

これらは測線の端にありきらに調査が必要である。

　4．2調査方法一

　4．2．1沢水
　鉱山附近の派水を10～20mごとに＄0～100ccを採水

瓶に採取し，約⑳ヵ所の採水を行つたのち現地でpH・

Znを測定した。

　pH；鈴木式pH測定器を用いて比色法により測定し

た。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　第4図　　亜

　Zn＝　試水10ccを小型分液1ロート（内容30cc）に

とり15％NaAc＋NH40H混液を数滴加えてPHを約

8とし・こ糠ヂチゾンのCCl4溶液（1cc＝67Ag相

当）0．2ccを加えて約30秒振盤する。CC14層の着色を・
　　　　　　　　　　　　
標準色と比色し，試水中の亜鉛含量を求める。なおこの
　　ぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　
際，cCI4層の着色が0．04mg／l客nを示せばccl4層は棄
　　　　　　　　　　　　1
，却し，新たにヂチゾ～溶液q、2『cを加えて振猛し。．CC14

層の着色が0・03mgμ以下とな鋒までこの操作を繰返

す・こうして抽出さ枇亜雛餉をもつて試水勅亜、

鉛含量とした。　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　し　4．2．2土壌　　　，1

ハンドかガーを用いて深き16・cmの所の土籔採取、

し，乾燥してのち馬毛製飾（約i30血esh）で飾い，混在

する石塊を除き，その29を暑り抽出液（5％NaA¢＋．

HAc混液，pH5。5）40ccを加えて1分聞振量後1夜静

　　　　　　　　　　　　置する。上澄液10ccを比色管にとり，これにヂチゾン

のCC14溶液（hc＝67Ag）　ilccを加えて約30秒振L
　　　　　　　　　　　　ノ
蓋する。この際CCI4層が赤色を呈すれば∫さらにヂチ

㌧ゾンの適量を加えて30秒振邊し，ヂチゾンの緑色と亜’

鉛分布図

鉛のヂチゾン塩の赤色との混合色である紫色を星するに

至らしめる。別の比色管に抽出液10ccをと’り，試料に

加えたと同量のヂチゾンを加える。これにZnSO4標準

液（1cc＝1γZn）を滴加し，30秒振蓋後CC14層の着

色を試料の色と比較するも試料の色と一致しなければき

らにZnSO4標準液を滴加する。標準液添加ごとに30秒

振豊後比色を繰返し同一色を呈するに至らしめる。同一

色を呈するまでに使用した，ZnSO4標準液の量より試料

中の亜鉛含量を求める5・

　なお抽出液調製の際の水は現地の沢水をヂチゾンによ

り亜鉛を除いて用いた。

　4．3　調査結果および解釈

　4．3．1沢水
　沢水の採取位置および結果は第5・第6図に示す。

　pH；．6，8～7。0の値をとり，石灰岩の分布する区域

では7、4位の値をとる所もあるが，特に鉱床との関係は

・認められないので説明を省略する。

　Zn；　前記のように鉱床と密接な関係を有し，　亜鉛

含量の多い点は一応鉱床ζ何等かの関係を有するものと

50一（420）
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第5図　 測点および亜鉛含量

考えちれるので各沢ごとに説明する。以下（）内の数

字はmgμで表わした沢水め亜鉛含量とする。

　井手の奥の沢　異常はNo．4（0．03）のみである。こ

れは20尺坑の存在によるものである。　この沢には他に

90尺坑，117尺坑，および：No．7に露頭が知られてい

る。これ等の影響をうけると思われるNo。3・5・6・7

はいずれも、10．01）で特に異常は認められない。したが

つてこの方面では（0．01）の値も無視できないように考

えられ，：No，8～11の附近は今後の調査の際に注意を

要する．

　橋ケ谷の沢　未知の鉱体による異常は検出しなかつた。

：No。11～20に異常が認められるが，No，12～17は橋ケ谷

坑，NQ。18～20はこの上流にある旧坑のためと考えられ

る。次に異常点の亜鉛含量を示す。

No． 1・2・3・41・5・61・71・81gl2b

Zn界9／II…41…41…51…41…51…61・・？31…61…8

　鹿田裏の沢　本澗は鹿田裏の旧坑の坑内水が大量に流

入しているため沢水による化学探鉱は不可能である。た

だ鉱体に接触した水が如何に大量の亜鉛を溶出し，また

それが流れるにし『たがつて如何に急激に減少してゆくか

がみられるのみである。亜鉛含量の変化を上流より下流

に向かつて示せば次の通りである。
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如県玖騨方磁硫鉄鉱鉱床化学癒調査報告（離飾・川舶翻

鷺’4．23．73－412．2・．6・．51・．4・の

　注目すべきは支流のNo．21である。これは旧坑の影

響をうけていないにか＼わらずきわめて大きい値（0，09）

を示している。漢か1点のみであるがこの値からすれば

との上流に鉱床の存在が予想きれる。この結果に基ずき，

服部技官はこの上硫を調査し露頭を発見することに成功

した。これによつてもZnが標示元素．として適当なもの

であることが明らかである。

　鹿田の沢　：No。30の上流部は鹿田部落の田地で，こ

の田は下部に廃石および鑛を入れ，その上に土を盛つて

作られている。そのため沢水の亜鉛含量が多く．，沢水に

よる化学探鉱には不適当である。各測点の値は次の通り

である。

N・・122123し124125126／27128r12913・・

Zn－mg／ll・・121…51…3［…41・・971…41・…i・・卿・・4、

　No，22の異常はこの上流10mに露頭が存在するため

である。この露頭は従来知られていなかつたもので，銅

を伴なう磁硫鉄鉱で今後の調査を要する。：No．23・24

は鹿田坑の存在するためである。また：No．26・23も壺一

鉛が多い。No・28附近の斜面の土中には黄鉄鉱が散集レ

ている所があり鉱床と関係があるように考えられるが，

鑛や廃石の影響があるので判然としない。

　常燈畑川　この沢には岩屋本坑，土丈敷坑その他の鉱

床が知られている。そのため岩屋本坑より下流の沢水はF

著しく亜鉛が多く，最下流のNo．31で（0．20），岩屋本

坑附近で（P・32）を示していう・異常を認めたのは岩屋

観音裏あ用水として使用きれている流水No．33，支流の

No．34である。INQ．34は（0，06）でこの上流には鉱

床は知られていない。したがつて今後調査の際には注意

を要する。No．33は石灰岩の裂罐よ一り流出するもので，

pH7．4（0．20）、で著しく亜鉛が多い6　これは明らかに

未知の鉱体に接触したためと考えられ，今後この附近の

石灰岩分布区域は十分な調査が必要である。

　獺倉沢　測点は第6図に示す。下流に亜鉛の多いのは

周防本坑の影響によるもので，最下流のNo、35で（0．

07），No．36（0．20），No。37（0．12）である。また下獺

倉より入る支流のNo，38（0。03）は上部にある旧坑の

ためである。そのほかには異常は認められなかつた。

　4．3。2土壌
　土壌の採取位置および結果は第7・第8図に示す。こ

、は生高鉱山の鉱区に属し，第6図の石灰掘場の南南

東400mの稜線上にあり，2号露頭と呼ばれている所で

ある。　こ、はE－2附近に軽石がみられる所からこう

　　　　　　　　　　　　　ダ　　　　　　　　　

こ勇・諺．⑫

＿7　　●　⑱’7，’轡
　　　．⑫
　　　　　　●　　　　’　　　　　●
〕　9　　　　　　0　　ノ

　　　㊥　　糞磐坑・

。融老後，．
　　　　　　　　　－

　／

100m

第7図土壌測点位置図

呼ばれているもので，その本体の位置は明らかでない。

そこで本体の位麗を求めるために調査を行つた。異常を

認めたのはD‘2を中心とする附近およびD』8であ

る。　この結果よりすれば2号露頭の本体はDr2附近

にあると考えられる。なお測線1のCDE　F，測線2の

E甘等は同一鉱体よりの転石の影響と考えられる。また

D－8は2号坑の鉱体を示すものである。

　亜鉛を標示元素とした今回の調査では推定鉱体上を通

るD－3～7の間には異常を認めなかつた。

5．結　　語

　1）　玖珂鉱山附近の磁硫鉄鉱鉱床に対しては亜鉛を標1

示元素として化学探鉱が可能であることが朋らかとなつ

た。すなわち本法により鹿田の沢No。22，鹿田裏の支
　　　　　ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び

流No．21の上流に新露頭を発見し，また梅ノ木4号坑

のN・，3附近においてスカルンを伴なう変質帯を発見

することができた。

　2）梅ノ木地区H－5，No．蟄の上流，No。38附

近等は今後の調査の際に注意を要する。

　3）岩屋観音裏の石灰岩中に鉱床あ存在が予想きれ，

土壌による化学探鉱その他の方法1による探鉱が必要であ

る。

　4）　2号露頭の鉱体は一D－2附近にあるものと考え

られる。　　　　　　　　’　（昭和27年10月調査）
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第8図、土壌採取位置，測定結果
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1）服部富雄：山口県玖珂地方銅・重石鉱床調査報告，

　　　　　地質調査所月報，Vo1．3，No。9，1952
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